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資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応について 

 

当社は、本日開催の取締役会において、会社の持続的成長と中長期的な企業価値向上を図るべく、資本コスト

や株価を意識した経営の実現に向けて、当社の現状を分析・評価し、改善に向けた取り組み方針を策定いたしま

したので、お知らせいたします。 

なお、詳細につきましては、添付資料「資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応について」をご

覧ください。 

 

以 上 
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株式会社乃村工藝社

資本コストや株価を意識した経営の
実現に向けた対応について



1

現状認識（資本コスト／PBR＆ROE推移）

株主資本コスト：CAPM（資本資産評価モデル）
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株主資本コスト：CAPM（資本資産評価モデル）

株主資本コスト：CAPM（資本資産評価モデル）
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１

ROEおよび株主資本コストの推移（直近6期）

株主資本コスト：CAPM（資本資産評価モデル）

株主資本コストとROE

• 株主資本コストは過去5年平均で5.５％
（直近では5.6%）程度と認識

• 2024年度のROEは株主資本コストを上回る見込み

2020.2 2021.2 2022.2 2023.2 2024.2 2025.2

リスクフリーレート(%) 0.00 0.00 0.14 0.18 0.50 0.71

ベータ値 0.95 0.97 1.11 1.22 1.32 0.97

資本リスクプレミアム(%) 4.3 4.3 5.0 5.0 5.0 5.0

株主資本コスト(%) 4.1 4.2 5.7 6.3 7.1 5.6



株主資本コスト：CAPM（資本資産評価モデ
ル）

株主資本コスト：CAPM（資本資産評価モデル）

株主資本コスト：CAPM（資本資産評価モデル）

2

現状認識（過去5年間のPBR分析）
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１

＜分析＞
• 過去5年間は2倍前後で推移。プライム市場平均1.５倍

（2024.2月時点）を上回った状態で推移している。

PER ＜分析＞
• 直近では、プライム市場平均

19.5倍（2024.2月時
点）を上回った状態で推移
している。

• 「2025 大阪・関西万博」や
インバウンド需要を背景とした
商業施設の新設・リニューアル
の活性化が見込まれ、業績
向上に対する期待から比較
的安定した数値で推移してい
る。

＜分析＞
• ROE ＝ 「売上高当期純利

益率」×「総資産回転率」×
「財務レバレッジ」であるところ、 
2021年2月期以降 「売上
高当期純利益率」が伸び悩
んでいることがROE低下の要
因となっている。

（次頁参照）

×

PBR

ROE
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現状認識（ROEの分析）
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株主資本コスト：CAPM（資本資産
評価モデル）

ROE

１

株主資本コスト：CAPM（資本資産評価モデル）

売上高当期純利益率 ＜分析＞
(親会社株主に帰属する当期純利益／売上高)

• コロナ禍以降、資材価格の上昇や価格競争
激化など利益を圧迫する傾向が続き利益率
が低下している。

株主資本コスト：CAPM（資本資産評価モデル）

総資産回転率 ＜分析＞
（売上高／総資産）
• 回転率は概ね良好に推移

株主資本コスト：CAPM（資本資産評価モデル）

財務レバレッジ ＜分析＞
（総資産／純資産）
• 各期末時点において継続して借入がないため

低い状況が続いている。
＜計算式＞
ROE ＝ 売上高当期純利益率 × 総資産回転率 × 財務レバレッジ
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PBR向上に向けた主な取り組み
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２

PBR
の

向上

PER
の

向上

ROE
の

向上

×

PBR向上策

利益率の改善A

総資産回転率
の向上

B

財務レバレッジ
の改善

C

資本コストの
低減

D

利益成長率の
向上

E

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

・顧客深耕（関係性高度化）による提案機会・ポジションの上昇 ○ ○ ○ ○

・生産体制・サプライチェーン強化（外部）、BIM活用の高度化 ○ ○ ○ ○

・成長に向けたリソース配置、体制構築の最適化 ○ ○ ○ ○

・海外事業の需要拡大 ○ ○ ○ ○ ○

・戦略的領域開発【次世代の事業の柱をつくる】 ○ ○ ○

・ビジネス基盤開発【既存＋戦略領域拡大の為の提供商品強化】 ○ ○ ○

・サステナビリティの取組み実行 ○

・効果的なブランドコミュニケーションの確立 ○

・多様な働き方に対応する“制度・仕組み”の開発（柔軟で多様な働き方の研究と具体化） ○ ○ ○ ○

・業務プロセスの改革 ○ ○ ○ ○

・デジタル技術活用の可能性を追求する、DXを実現するためのデータ集約、解析、活用の促進 ○ ○ ○ ○

・基礎知識の習得、専門知識の習得 ○ ○

・最適な人事配置の実施、相互理解の促進 ○ ○

・ノムラグループの成長に必要な新たなR&D領域の特定、活動の推進 ○ ○ ○

・クリエイティブ活動におけるオープンイノベーションの促進 ○ ○ ○

◇働き方改革　個の力を発揮する働き方に挑戦する

◇業務改善　クリエイティビティに費やす時間的余力を創出する

◇人財育成　創造力と実行力を発揮する人財を育成する

◇R&D 新たな提供価値創造のための研究開発を実行する

PBR向上策への対応
主な取り組み（中期経営方針より）

◇事業価値向上　既存事業を高度に洗練させる

◇事業価値向上 新たな事業領域に挑戦し新しい事業を全社員で興す

◇社会価値向上　社会が必要とする価値を提供する

持続的な企業価値向上を目指した成長投資



株式会社 乃村工藝社
（証券コード：9716）

https://www.nomurakougei.co.jp/

IR・株式に関するお問い合わせ
経営管理部

（ir@nomura-g.jp）

将来の見通しに関する注意事項
記載されている業績予想などの将来に関する記述は、作成日現在において入手可能な情報にもとづき、
当社が合理的と判断したものです。潜在的なリスクや不確実性が含まれているため、実際の成果や業績は
記載の予想と異なる可能性がありますので、あらかじめご了承ください。


	新
	スライド 0: 資本コストや株価を意識した経営の 実現に向けた対応について
	スライド 1: 現状認識（資本コスト／PBR＆ROE推移）
	スライド 2: 現状認識（過去5年間のPBR分析）
	スライド 3: 現状認識（ROEの分析）
	スライド 4: PBR向上に向けた主な取り組み
	スライド 5
	資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応について
	新
	スライド 0: 資本コストや株価を意識した経営の 実現に向けた対応について
	スライド 1: 現状認識（資本コスト／PBR＆ROE推移）
	スライド 2: 現状認識（過去5年間のPBR分析）
	スライド 3: 現状認識（ROEの分析）
	スライド 4: PBR向上に向けた主な取り組み
	スライド 5


	資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応について
	新
	スライド 0: 資本コストや株価を意識した経営の 実現に向けた対応について
	スライド 1: 現状認識（資本コスト／PBR＆ROE推移）
	スライド 2: 現状認識（過去5年間のPBR分析）
	スライド 3: 現状認識（ROEの分析）
	スライド 4: PBR向上に向けた主な取り組み
	スライド 5


	資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応について
	新
	スライド 0: 資本コストや株価を意識した経営の 実現に向けた対応について
	スライド 1: 現状認識（資本コスト／PBR＆ROE推移）
	スライド 2: 現状認識（過去5年間のPBR分析）
	スライド 3: 現状認識（ROEの分析）
	スライド 4: PBR向上に向けた主な取り組み
	スライド 5


	資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応について
	新
	スライド 0: 資本コストや株価を意識した経営の 実現に向けた対応について
	スライド 1: 現状認識（資本コスト／PBR＆ROE推移）
	スライド 2: 現状認識（過去5年間のPBR分析）
	スライド 3: 現状認識（ROEの分析）
	スライド 4: PBR向上に向けた主な取り組み
	スライド 5






